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本
校
の
第
一
期
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
事
業
（
平
成
16
〜
18
年

度
文
部
科
学
省
指
定
）
で
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
科
学

研
究
者
に
よ
る
講
義
、
大
学
な

ど
を
訪
れ
て
の
研
修
等
を
行
い
、

探
究
活
動
の
テ
ー
マ
の
設
定
か

ら
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
探

究
方
法
の
深
化
及
び
発
表
方
法

の
習
得
ま
で
を
体
系
的
に
指
導

す
る
「
３
年
間
で
４
段
階
の
探

究
的
活
動
」
と
い
う
本
校
の
教

育
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。

次
に
、第
二
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業（
平

成
19
〜
23
年
度
再
指
定
）
で
は
、

地
域
の
小
・
中
学
校
と
連
携
し

た
出
前
講
座
を
行
い
、
探
究
活

動
で
も
、
テ
ー
マ
を
地
域
の
研

究
施
設
や
企
業
に
求
め
る
な
ど
、

地
域
と
の
連
携
で
大
き
な
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
第
三
期
（
平
成
24
〜

28
年
度
再
々
指
定
）
で
は
、
次

の
よ
う
な
課
題
を
持
っ
て
研
究

開
発
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

研
究
開
発
課
題

「
科
学
の
手
法
」
と
「
真
の

国
際
性
」
を
兼
ね
備
え
た
人
材

の
育
成

①
「
論
理
的
思
考
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
よ
る
思
考
、
判
断

及
び
表
現
に
お
け
る
客
観
性

と
論
理
性
の
育
成

②
「
課
題
研
究
」
や
も
の
づ
く

り
を
通
し
て
の
課
題
発
見
能

力
や
問
題
解
決
能
力
、
独
創

性
の
育
成

③
「
地
域
や
海
外
の
学
校
と
の

連
携
」
に
よ
る
社
会
観
や
倫

理
観
、
国
際
感
覚
、
言
語
能

力
の
育
成

こ
の
第
三
期
５
年
間
の
集
大

成
と
し
て
、
平
成
29
年
２
月
８

日
（
水
）
に
成
果
報
告
会
及
び

２
年
生
理
数
科
生
徒
に
よ
る
課

題
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

成
果
報
告
会
で
は
、
北
岡
龍

也
岐
阜
県
教
育
委
員
会
学
校
支

援
課
長
を
は
じ
め
と
す
る
県
教

育
委
員
会
の
方
々
、
澤
木
宣
彦

愛
知
工
業
大
学
教
授
、
飯
尾
正

和
岐
阜
県
先
端
科
学
技
術
体
験

セ
ン
タ
ー
所
長
、
安
藤
哲
哉
千

葉
大
学
大
学
院
准
教
授
、
近
隣

の
高
等
学
校
、
中
学
校
、
県
内

の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
設
置
校
等
の
校
長
、

教
頭
、
理
科
教
諭
等
を
前
に
、

こ
の
５
年
間
の
成
果
を
発
表
し

た
。午

後
か
ら
は
在
校
生
も
参
加

し
て
、
第
一
体
育
館
で
２
年
生

理
数
科
の
課
題
研
究
発
表
会
が

行
わ
れ
た
。
ま
ず
は
体
育
館
内

４
カ
所
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

し
、
各
研
究
班
が
英
語
に
よ

る
要
旨
発
表
を
行
っ
た
。
そ

の
後
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
参
加
者
は
自
由
に
興

味
の
あ
る
研
究
の
説
明
を
聞

い
た
。

口
頭
発
表
で
は
、
生
物
、

数
学
、
物
理
、
化
学
の
各
分

野
の
代
表
が
ス
テ
ー
ジ
で
研

究
発
表
を
行
い
、
最
後
に
す

べ
て
英
語
に
よ
る ｢

ア
ロ

エ
の
効
能
の
実
用
化
に
向
け

た
検
証｣

の
発
表
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る

運
営
指
導
委
員
会
が
行
わ
れ
、

次
年
度
か
ら
の
第
四
期
申
請

に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

等
が
あ
っ
た
。

　　　　 10：30～ 受付
　　　　 11：00～11：50 成果報告会（第１校舎会議室）
　　　　 11：50～12：50 昼食
　　　　 12：50～13：35 ポスターセッション（第１体育館）
　　　　 13：45～15：00 課題研究発表会（第１体育館）
 　生物分野 ｢イシクラゲの有効利用 ｣・数学分野 ｢ハミルトン閉路 ｣
 　物理分野「無尾翼機の安定性について」・化学分野「酸化チタンによる浄化作用」
 　英語による発表　｢アロエの効能の実用化に向けた検証 ｣
　　　　 15：10～16：00 運営指導委員会（第１校舎会議室　関係者のみ）

日程
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Ｓ
Ｓ
Ｈ

成
果
報
告
会
及
び
課
題
研
究
発
表
会

３
月
24
日
文
部
科
学
省
よ
り
通
知
が
あ
り
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
事
業
５
年
間
の
追
加
指
定
が
決
定
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
第
四
期
（
平
成
29
〜
33
年
度
）

再
指
定
決
定



平成28年度 Student of the Year賞平成28年度 Student of the Year賞
生徒６名と１団体が輝く！生徒６名と１団体が輝く！

①
野
々
村
真
白
さ
ん（
21
組
）

は
、
平
成
28
年
度
岐
阜
県
高

等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
朗

読
部
門
優
勝
。
平
成
28
年
度

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
大
会
朗
読

部
門
及
び
第
63
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
朗
読
部
門
に
出
場
し
た
。

②
坪
内
郁
実
さ
ん
（
31
組
）

は
、
平
成
28
年
度
岐
阜
県
高

校
総
合
体
育
大
会
兼
全
国
・

東
海
高
校
総
合
体
育
大
会
女

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝
。

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

大
会
第
64
回
全
日
本
高
等
学

校
選
手
権
競
漕
大
会
女
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
で
ベ
ス
ト
16
に

入
賞
し
た
。

③
林
侑
加
さ
ん
（
31
組
）
は
、

平
成
28
年
度
岐
阜
県
高
校
総

合
体
育
大
会
兼
全
国
・
東
海
高

校
総
合
体
育
大
会
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
で
優
勝
。
平
成
28
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ボ
ー
ト
競
技
大
会
第
64
回
全

日
本
高
等
学
校
選
手
権
競
漕
大

会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
ベ

ス
ト
16
に
入
賞
し
た
。

④
木
村
建
介
さ
ん
（
36
組
）
は
、

平
成
28
年
度
岐
阜
県
高
校
総
合

体
育
大
会
兼
全
国
・
東
海
高
校

総
合
体
育
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
で
優
勝
。
平
成
28
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ボ
ー
ト
競
技
大
会
第
64
回
全
日

本
高
等
学
校
選
手
権
競
漕
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場

し
た
。

⑤
平
松
愛
華
さ
ん
（
36
組
）
は
、

平
成
28
年
度
岐
阜
県
高
校
総
合

体
育
大
会
兼
全
国
・
東
海
高
校

総
合
体
育
大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
で
優
勝
。
平
成
28
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ

ー
ト
競
技
大
会
第
64
回
全
日
本

高
等
学
校
選
手
権
競
漕
大
会
女

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
ベ
ス
ト
16

に
入
賞
し
た
。

⑥
園
原
晶
さ
ん
（
34
組
）
は
、

第
64
回
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
兼
全

国
・
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
岐
阜
県
予
選
会

女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ
で
優
勝
。
平

成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
秩
父
宮
賜
杯
第
69
回

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ

に
出
場
し
た
。

①
軟
式
野
球
部
は
第
63
回
東
海

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
軟
式

野
球
競
技
で
Ｂ
ゾ
ー
ン
優
勝
し

た
。

谷
口
陽
一
郎
先
生
は
３
月
を

も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
先
生
は
平
成
27
年
４
月
に

着
任
し
て
以
来
２
年
間
、
卒
業

生
（
高
27
回
）
と
し
て
本
校
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

新
校
長
と
し
て
纐
纈
康
雄
先

生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
任

は
中
津
高
等
学
校
校
長
で
、
英

語
が
専
門
で
す
。
30
代
前
半
に

文
部
科
学
省
Ｒ
Ｅ
Ｘ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣

さ
れ
、
２
年
間
現
地
の
中
等
学

校
で
日
本
語
教
育
に
従
事
。
そ

の
後
岐
阜
県
総
務
部
青
少
年
国

際
課
青
少
年
育
成
担
当
と
し
て

青
年
団
体
活
動
を
担
当
。
さ
ら

に
岐
阜
県
教
育
委
員
会
教
職
員

課
に
本
巣
松
陽
高
等
学
校
教
頭

を
挟
ん
で
９
年
間
勤
務
さ
れ
、

平
成
25
年
長
良
特
別
支
援
学
校

校
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
に
は
岐
阜
県
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
で
「
岐
阜

県
高
等
学
校
活
性
化
計
画
策
定

委
員
会
」
の
取
り
ま
と
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に

中
津
高
等
学
校
校
長
に
な
ら
れ
、

１
１
０
周
年
記
念
事
業
を
成
功

に
導
か
れ
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

可
知
義
明
前
市
長
（
高
７

回
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平

成
28
年
11
月
13
日
に
恵
那
市
長

選
挙
が
実
施
さ
れ
、
本
校
33
回

生
の
小
坂
喬
峰
氏
が
当
選
し
ま

し
た
。

小
坂
氏
は
恵
那
市
出
身
で
、

昭
和
62
年
３
月
に
名
古
屋
工
業

大
学
工
学
部
を
卒
業
し
、
恵
那

市
役
所
に
勤
務
。
リ
ニ
ア
ま
ち

づ
く
り
課
長
補
佐
、
商
工
観
光

課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
こ
の
た

び
恵
那
市
長
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
４
代
続
い
て
同
窓
生
市

長
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

谷
口
陽
一
郎
校
長
退
官
・
纐
纈
康
雄
校
長
着
任

谷
口
陽
一
郎
校
長
退
官
・
纐
纈
康
雄
校
長
着
任

恵
那
市
長
に
小
坂
喬
峰
氏

恵
那
市
長
に
小
坂
喬
峰
氏

今
年
度
本
校
に
在

学
す
る
生
徒
の
中
で
、

最
も
顕
著
な
活
躍
が

認
め
ら
れ
た
生
徒
を

表
彰
す
る「
Ｓ
ｔｕ
ｄｅ

ｎ
ｔ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈｅ 

Ｙｅ

ａｒ
賞
」の
表
彰
式
が
、

平
成
29
年
２
月
28
日

（
火
）14
時
か
ら
、
恵

那
高
校
第
一
体
育
館

で
、
全
校
生
徒
・
職

員
の
前
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
同
窓

会
が
行
っ
て
い
る
事

業
の
一
つ
で
、
表
彰

式
で
は
、
阿
部
伸
一

郎
同
窓
会
長
か
ら
表

彰
状・副
賞
が
代
表
者

に
手
渡
さ
れ
た
。
表

彰
さ
れ
た
生
徒
は
、次

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

部活動名 大会開催日 大会名（正式名称） 種目等 結果（順位）

軟式
野球部

5月8日・
15日・21日

第64回岐阜県高等学校総合体
育大会・軟式野球競技（兼第
63回東海総体岐阜県予選・第
67回岐阜県高等学校軟式野球
春季大会）

準優勝

軟式
野球部

6月18日
・19日

第63回東海高等学校総合体育
大会軟式野球競技 Bゾーン 優勝

女子
テニス部

5月8日・
21日

第64回岐阜県高等学校総合体
育大会テニス競技 兼 全国高
校総体・東海高校総体テニス
競技岐阜県予選大会

団体戦 3位

陸上
競技部

5月20日
～22日

第64回岐阜県高等学校総合体
育大会陸上競技の部 兼 全国・
東海高等学校総合体育大会陸
上競技岐阜県予選会

男子三段跳 6位 安藤　篤（31）
女子100mH 優勝 園原　晶（34）
女子100m 3位 園原　晶（34）
女子走幅跳 2位 吉村衣未（25）
女子800m 優勝 下畑文乃（15）

陸上
競技部

6月17日
～19日

第63回東海高等学校総合体育
大会 兼 秩父宮賜杯第69回全
国高等学校陸上競技対校選手
権大会東海地区予選会

男子三段跳 20位 安藤　篤（31）
女子100mH 6位 園原　晶（34）
女子走幅跳 15位 吉村衣未（25）
女子800m 予選敗退 下畑文乃（15）

陸上
競技部 8月2日

全国高等学校総合体育大会　
秩父宮賜杯第69回全国高等学
校陸上競技対校選手権大会

女子100mH 2年連続
出場 園原　晶（34）

ボート部 5月28日・
29日

第64回岐阜県高等学校総合体
育大会 兼 平成28年度全国・
東海高等学校総合体育大会県
予選大会

女子シングルスカル 優勝 林　侑加（31）
女子シングルスカル 2位 羽柴緋菜（32）
女子シングルスカル 3位 片山朱莉（21）

女子ダブルスカル 優勝 坪内郁実（31）
平松愛華（36）

男子シングルスカル 優勝 木村建介（36）

男子ダブルスカル 2位 伊藤大道（33）
林　航志（35）

男子舵手付クォドルプル 3位 堀井貴文（32）他

ボート部 6月19日 第63回東海高等学校総合体育
大会

男子ダブルスカル 3位 伊藤大道（33）
林　航志（35）他

女子シングルスカル 3位 林　侑加（31）

新体操部 5月28日
岐阜県高等学校総合体育大会 
兼 東海・全国高等学校総合体
育大会岐阜県予選会体操競技

新体操女子団体 2位

新体操部 11月6日 岐阜県高等学校体操新人大会 新体操女子団体 優勝

弓道部 2月4日 岐阜県高等学校新人大会弓道
競技 女子団体 3位

放送部 6月4日 第51回岐阜県高等学校放送コ
ンテスト 朗読部門 優勝 野々村真白（21）

放送部 6月4日 第51回岐阜県高等学校放送コ
ンテスト 創作ラジオドラマ部門 入選

放送部 8月2日・
3日

第40回全国高等学校総合文化
祭ひろしま大会 朗読部門 出場 野々村真白（21）

放送部 11月12日 第37回岐阜県高等学校放送コンテスト新人大会

朗読部門 優勝 野々村真白（21）
朗読部門 3位 萩原美南（21）
アナウンス部門 入選 大島蘭奈（25）

新聞
文芸部 8月1日 第40回全国高等学校総合文化

祭ひろしま大会 詩部門 出場 松尾有紗（25）

音楽部 8月21日 第56回岐阜県合唱コンクール 高校部門 Aグループ 金賞

音楽部 2月5日 第27回ぎふヴォーカルアンサ
ンブルコンテスト 高校部門 金賞

　　　　主な部活動成績平成28年度

２０１７年（平成 29 年）4月 28 日 恵那高等学校同窓会報  第 17 号（ 2 ）



恵
那
高
校
に
は
、
生
徒
と
し

て
、
教
諭
と
し
て
、
校
長
と
し

て
、
計
３
度
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

生
徒
の
時
の
思
い
出
の
一
つ

は
「
あ
ん
じ
ゃ
な
い
」
で
す
。

私
は
中
津
川
の
出
身
で
、
高
校

へ
来
て
は
じ
め
て
「
あ
ん
じ
ゃ

な
い
」
を
聞
き
ま
し
た
。
三
郷

の
子
、
串
原
の
子
、
笠
置
の
子
、

そ
れ
ぞ
れ
に
こ
と
ば
が
違
っ

て
、
驚
く
と
同
時
に
新
鮮
に
感

じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

上
矢
作
の
友
達
と
、
図
書
館
で

地
区
の
方
言
を
調
べ
て
、
例
え

ば
「
い
に
む
に
だ
ち
か
ん
」
な

ん
て
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
仲
間
内

で
使
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。「
い

に
む
に
」
と
い
う
の
は
「
と
て

も
」と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

恵
那
地
区
は
全
国
か
ら
見
れ
ば

狭
い
地
域
で
す
が
、
多
様
で
豊

か
な
文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
木
曽
川
、
庄
内
川
、
矢

作
川
と
３
つ
の
水
系
を
持
っ
て

い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
元
で
暮
ら

す
私
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

地
域
の
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

た
こ
と
は
大
切
な
財
産
で
す
。

教
員
で
赴
任
し
た
の
は
30
代

前
半
、
た
く
さ
ん
思
い
出
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
城
陵

祭
で
の
演
劇
で
す
。
私
は
演
劇

部
を
担
当
し
て
い
て
、
当
時
愛

知
県
で
全
国
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
確
か
準
優
勝
し
た

の
が
愛
知
高
校
の
「
祭
り
よ
、

今
宵
だ
け
は
哀
し
げ
に

銀
河

鉄
道
と
夜
」と
い
う
劇
で
し
た
。

幕
間
交
流
で
あ
る
生
徒
が
「
地

区
大
会
、
県
大
会
、
中
部
大
会
、

こ
の
全
国
大
会
、
４
回
見
て
、

４
回
泣
き
ま
し
た
」
と
言
っ
た

ほ
ど
感
動
的
な
作
品
で
し
た
。

そ
し
て
、
城
陵
祭
で
こ
の
作
品

を
演
じ
た
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
愛
知
高
校
で
ジ
ョ
バ
ン
ニ

の
役
は
１
年
生
の
男
子
で
し
た

が
、
城
陵
祭
で
は
女
子
が
演
じ

ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い

演
技
で
、
中
部
大
会
、
全
国
大

会
、
城
陵
祭
と
３
回
泣
き
ま
し

た
。
卒
業
式
で
〝
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
〞
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

生
徒
が
文
化
を
創
る
恵
那
高

校
、
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。校

長
と
し
て
は
、
２
年
間
、

こ
の
間
の
思
い
は
ず
っ
と
話
し

た
り
書
い
た
り
し
て
き
ま
し

た
。
紙
面
も
尽
き
ま
し
た
。
先

生
方
に
も
生
徒
の
皆
さ
ん
に

も
、
保
護
者
の
方
々
に
も
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
恵

那
高
校
、
あ
り
が
と
う
！

卒
業
年
次
に
関
係
な
く
、
青

春
の
ひ
と
時
を
同
じ
城
陵
の
地

で
学
ん
だ
と
言
う
、
た
だ
一
点
の

共
通
項
を
も
っ
て
、
全
国
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ま
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
送
る
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

本
校
同
窓
会
に
格
別
な
る
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
き
な
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
お
伝
え
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ

の
３
月
の
入
学
試
験
に
お
い
て
、

わ
が
母
校
へ
の
志
願
者
数
が
激

減
し
大
幅
な
定
員
割
れ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
か
つ
て

な
か
っ
た
深
刻
な
事
態
で
す
。
少

子
化
や
私
立
の
台
頭
な
ど
幾
多

の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
た
近
隣

校
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
言
い
訳

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が

ら
、
時
代
が
刻
々
と
変
化
す
る

中
、
恵
那
高
校
自
身
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
姿
勢

に
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
の
声
も
聞
こ
え
て
来
ま
す
。

受
験
者
数
が
新
聞
に
載
っ
た

瞬
間
、
複
数
の
方
々
か
ら
「
ど
う

な
っ
て
る
」
と
の
電
話
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

噂
に
も
な
り
ま
し
た
。
母
校
の
芳

し
く
な
い
評
判
を
聞
く
の
は
堪

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
た
も
た
し
て

い
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
く

な
り
ま
す
。
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
目
指
す
は
、
Ｖ
字
回
復
。
そ

う
、
Ｖ
字
回
復
あ
る
の
み
で
す
。

同
窓
会
こ
そ
は
、
そ
の
最
強
の
応

援
団
で
す
。

そ
う
で
す
。
今
こ
そ
、同
窓
会

の
出
番
で
す
。
今
こ
そ
、
結
束
の

時
で
す
。
今
こ
そ
、
伝
統
校
の
底

力
を
発
揮
す
る
時
で
す
。
纐
纈
校

長
、
森
岡
教
頭
を
始
め
と
す
る
教

職
員
と
思
い
を
一
つ
に
し
、
よ
り

愛
さ
れ
、
よ
り
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
恵
那
高
校
へ
と
進
化
さ
せ

て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
同
窓
会
と
し
て
何
が
出

来
る
か
を
考
え
応
援
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
、
大
変
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
尽
力
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
お
力
添
え
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
話
を
創
立

１
０
０
周
年
に
移
し
ま
す
。
大
正

11
年
、
１
９
２
２
年
に
開
校
し
た

旧
制
恵
那
中
学
校
を
祖
と
す
る
我

が
母
校
は
、
５
年
後
の
２
０
２
２

年
に
は
晴
れ
て
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
在
、
そ
の
大
き
な
節

目
の
年
に
向
け
て
の
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
節
目
を

き
っ
ち
り
と
し
て
お
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。
５
年
の
歳
月
を

費
や
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
節

目
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
同
窓
会
に
は
私
が
会
長

職
を
拝
命
す
る
本
会
の
他
、東
京・

名
古
屋
・
土
岐
・
瑞
浪
・
中
津
川

の
地
域
と
定
時
制
の
計
６
支
部

が
あ
り
ま
す
。
本
会
の
年
次
総
会

は
毎
年
５
月
第
３
土
曜
日
に
恵

那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
う

と
定
め
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各

支
部
で
も
毎
年
総
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
て
の
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
の
総
会
で
あ
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
是
非
、
ご
出
席
下
さ
い
。

皆
さ
ま
の
参
加
が
同
窓
会
へ
の

力
と
な
り
ま
す
。
母
校
再
生
へ
の

力
と
な
り
ま
す
。
１
０
０
周
年
成

功
へ
の
力
と
な
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
同
窓
会
の
出
番
で

す
。
皆
々
様
方
に
は
、
何
と
ぞ
旧

に
倍
す
る
ご
支
援
を
賜
ら
ん
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
こ
そ
、
同
窓
会
の
出
番

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

阿
部
伸
一
郎

城陵
論壇

恵
那
高
校
へ

恵
那
高
等
学
校
長

谷
口
陽
一
郎
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平
成
28
年
度
の
創
立
記
念
講

演
会
は
、
本
校
の
高
校
十
八
回

生
の
夏
目
勝
弘
さ
ん
に
講
師
と

し
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
夏
目
さ
ん
は
元
外
交
官

（
在
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
駐
在
）
で
あ
り
、
現
在

は
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
協
会
理

事
、西
武
文
理
大
学
特
命
教
授
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
大
使
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

会
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
に
お
け
る
人
材
」
を
テ
ー
マ

に
、
長
年
の
海
外
勤
務
で
の
ご

経
験
を
ふ
ま
え
て
目
指
す
べ
き

人
物
像
に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
目
勝
弘
さ
ん
は
、
本
校
卒

業
後
、
国
立
大
阪
外
国
語
大
学

（
現
大
阪
大
学
）
に
進
学
さ
れ
、

同
学
を
卒
業
な
さ
っ
た
後
は
外

務
省
に
入
省
さ
れ
、
国
連
代
表

部
、
ス
イ
ス
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
代
表

部
、
在
エ
チ
オ
ピ
ア
大
使
館
、

在
韓
国
大
使
館
、
在
米
日
本

大
使
館
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、

在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
な
ど

世
界
中
で
勤
務
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
二
〇
〇
八
年

に
在
ノ
ル
ウ
ェ
ー

大
使
館
参
事
官
・

公
使
に
就
任
、

二
〇
一
一
年
に
は

在
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大

使
館
大
使
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
先
述
の
お
仕

事
に
加
え
、「
平

成
の
松
下
村
塾
」

を
開
講
し
英
語
学

習
や
国
際
交
流
の

場
と
さ
れ
て
い
ま

す
。講

演
会
は
、
先

生
が
高
校
時
代
を

ど
の
よ
う
に
過
ご

さ
れ
、
進
路
を
決
め
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
お
話
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
先
生
は
初
め
は
理
系

で
の
進
路
を
目
指
し
て
お
ら
れ

た
も
の
の
、
成
績
の
関
係
で
途

中
か
ら
文
系
に
転
換
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
司
馬
遼
太
郎
が
学
ん

で
い
た
と
い
う
理
由
で
大
阪
外

国
語
大
学
の
モ
ン
ゴ
ル
語
学
科

に
進
学
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
そ
の
決
断
が
後
の
世

界
を
股
に
掛
け
た
ご
活
躍
に
繋

が
る
と
は
、
数
奇
な
運
命
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
正
に

進
路
選
択
の
岐
路
に
立
っ
て
い

る
生
徒
に
と
っ
て
は
、
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
か
ら
輝
か
し
い
将
来
が

切
り
開
け
る
と
い
う
お
話
は
興

味
深
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

演
題
に
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
と
は
、国
家
間
の
経
済
的
・

政
治
的
・
文
化
的
な
境
界
が

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
よ
り
国
と
国
と

の
相
互
の
協
力
・
発
展
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、

様
々
な
地
球
規
模
の
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
ご

自
分
が
実
際
に
訪
れ
た
国
の
映

像
や
写
真
、
出
会
っ
た
人
々
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
つ

つ
、
そ
う
し
た
地
球
規
模
の
問

題
に
対
処
し
て
い
く
人
材
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
外
交
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
誠

実
」「
正
確
」「
平
静
」「
良
い

機
嫌
」「
忍
耐
」「
謙
虚
」「
忠
誠
」

と
い
っ
た
資
質
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
一
般
の
学
校
や
社
会

で
も
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
生
は
生
徒
に
向
け
て
、
今
か

ら
こ
う
し
た
資
質
を
意
識
的
に

身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職

業
選
択
の
基
準
と
し
て
「
好
き

で
あ
り
、
得
で
あ
り
、
社
会
に

と
っ
て
も
為
に
な
る
」
と
い
う

言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
外
交
分
野
に
限
ら
ず
、
世

の
中
に
は
様
々
な
分
野
の
職
業

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
使
命
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
進
路
を

選
択
し
て
い
く
生
徒
に
は
、
こ

の
三
点
を
心
に
刻
み
、
良
い
意

味
で
競
争
心
を
も
っ
て
自
分
に

合
っ
た
道
を
探
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
サ
ミ
エ

ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
と

い
う
詩
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
希
望
が
あ
る
限
り
若
く
、
失

望
と
共
に
老
い
る
」
と
い
う
言

葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
く
生
徒
た
ち
の
胸

に
強
く
響
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

高
い
志
を
持
ち
、
世
界
に

目
を
向
け
て
頂
き
た
い
。
高

校
生
の
世
代
は
吸
収
力
が
旺

盛
で
、
異
文
化
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
海
外
留
学
を
し
て
、

英
語
力
や
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
19
世

紀
〜
20
世
紀
に
か
け
て
活
躍

し
た
英
国
の
外
交
官
、
ハ
ロ

ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
外
交

の
７
つ
の
美
徳
は
、
外
交
官

の
持
つ
べ
き
資
質
で
す
が
、

一
般
国
民
に
と
っ
て
も
重
要

な
美
徳
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

御
紹
介
し
ま
す
。
外
交
の
場

を
職
場
や
社
会
と
置
き
換
え

て
み
て
下
さ
い
。

「
良
き
外
交
交
渉
の
基
礎

は
道
徳
的
な
力
で
あ
り
、
そ

の
力
は
次
の
７
つ
の
外
交
上

の
美
徳
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
１
）
誠
実
（
２
）
正
確
（
３
）

平
静
（
４
）
良
い
機
嫌
（
５
）

忍
耐
（
６
）
謙
虚
（
７
）
忠

誠
。」こ

れ
ら
の
美
徳
を
発
揮
す

る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
間
の

資
質
と
し
て
「
勇
気
」
を
挙

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
外
交

の
魔
術
師
と
い
わ
れ
た
ヘ
ン

リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元

米
国
務
長
官
は
、
外
交
の
力

は
、
ど
こ
ま
で
も
人
間
対
人

間
の
信
頼
が
大
切
と
い
い
、

「
ど
ん
な
偉
大
な
事
業
も
始

め
は
す
べ
て
「
夢
」
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
必
要
な

の
は
勇
気
で
す
。
前
人
未
踏

の
道
を
一
人
征
く
に
は
「
勇

気
」
が
必
要
で
す
。
青
年
は
、

自
分
よ
り
大
き
な
こ
と
に
挑

戦
す
べ
き
で
す
。」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

夏目勝弘
日本アイスランド協会
理事、西武文理大学
特命教授・ホスピタリ
ティ大使、元ノルウェー
大使館大使（アイスラ
ンド駐在）

「
高
い
志
し
と
勇
気
が
大
切
」 
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創
立
記
念
講
演　

夏
目
勝
弘
さ
ん
（
高
校
18
回
生
）

 「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
人
材
」

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



2017 年度入試　国公立大学　合格者数2017年度入試　国公立大学　合格者数

大　学　名 合格者数
北海道大学 1
帯広畜産大学　 1
弘前大学 1
秋田大学 1
群馬大学 2
埼玉大学 1
横浜国立大学 1
新潟大学 1
富山大学 2
福井大学 3
山梨大学 4
信州大学 6
静岡大学 6

大　学　名 合格者数
名古屋大学 7
名古屋工業大学 3
愛知教育大学 3
岐阜大学 19
三重大学 2
鳥取大学 1
山口大学 1
高知大学 1
熊本大学 1
宮崎大学 1
横浜市立大学 1
都留文科大学 2
岐阜県立看護大学 3

大　学　名 合格者数
愛知県立大学 4
名古屋市立大学 3
滋賀県立大学 2
兵庫県立大学 1
公立鳥取環境大学 1
尾道市立大学 1
県立広島大学 1
広島市立大学　　 1
高知工科大学 1
長野大学 1

合　　　計 91

岐阜大学 医学部・医学科 １名
秋田大学 医学部・医学科 １名
熊本大学 薬学部・創薬・生命薬科学 １名
北海道大学 総合理系 １名
名古屋大学 医学部・保健／検査技術 １名
名古屋大学 工学部・物理工 ２名
名古屋大学 工学部・環境土木・建築 １名
名古屋大学 工学部・電気電子情報 １名
名古屋大学 工学部・マテリアル工 １名
名古屋大学 情報学部・自然情報 １名
名古屋工業大学 工学部・生命・応用化学 １名
名古屋工業大学 工学部・電気・機械工 １名

名古屋工業大学 工学部・情報工 １名
名古屋市立大学 経済学部 １名
名古屋市立大学 人文社会学部・現代社会 １名
名古屋市立大学 人文社会学部・国際文化 １名
弘前大学 医学部・保健／検査技術 １名
群馬大学 医学部・保健／検査技術 １名
新潟大学 医学部・保健／検査技術 １名
横浜国立大学 経済学部・経済 １名
愛知医科大学 医学部・医学科 １名
上智大学 外国語学部・英語 １名

合格した主な大学

合格した国公立大学 

合格者数 (延べ人数)

国公立四大 ９１名
 （過年度生６名）
私立四大 ４１２名
短期大学 ９名
医療・看護専門学校 １６名
その他専門学校 ７名

平成２９年度大学入試

名古屋大学　７名　　合格
岐阜大学医学部　　　合格
秋田大学医学部　　　合格
熊本大学薬学部　　　合格

2017.3.27現在

国公立大学　９１名 合格！
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平
成
28
年
５
月
21
日
（
土
）

に
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
総
会
後
の
懇
親

会
は
、
平
成
27
年
に

文
化
勲
章
を
受
章
さ

れ
た
末
松
安
晴
先
生

の
祝
賀
会
を
兼
ね

て
、
末
松
先
生
の
同

級
生
を
含
む
１
２
０

名
の
参
加
者
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

祝
賀
会
は
末
松
先

生
夫
妻
を
迎
え
、
伊

藤
和
徳
東
京
同
窓
会

長
の
開
会
の
言
葉
で

始
ま
り
、
発
起
人
代

表
と
し
て
阿
部
伸

一
郎
同
窓
会
長
の
挨
拶
、
谷
口

陽
一
郎
恵
那
高
等
学
校
長
、
可

知
義
明
恵
那
市
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
同
級
生
代
表
の
西
戸
登
さ

ん
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。末

松
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
坂
下
か
ら
恵
那
高
校
ま
で

通
っ
た
当
時
の
思
い
出
な
ど
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
恵
那
高
校
音
楽
部
の
合

唱
が
披
露
さ
れ
、
市
川
康
夫
前

同
窓
会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
が

始
ま
っ
た
。
懇
親
会
で
は
、
末

松
先
生
か
ら
文
化
勲
章
を
手

に
と
っ
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

互
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

最
後
に
城
陵
歌
を
全
員
で
合

唱
し
、
鮎
澤
多
俊
名
古
屋
城
陵

会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
し

た
。

昨
年
度
ま
で
「
恵
那
高
校
の

伝
統
を
守
る
会
」
が
主
催
し
て

き
た
北
斗
祭（
城
陵
歌
の
作
詞
・

作
曲
者
を
顕
彰
す
る
会
）
が
、

今
年
度
よ
り
同
窓
会
主
催
と
し

て
8
月
11
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
と
し
て
城
陵
広
場
に

お
い
て
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、

阿
部
同
窓
会
長
、
谷
口
校
長
の

挨
拶
に
続
き
全
員
で
城
陵
歌
を

合
唱
し
た
。

そ
の
後
、第
二
部
と
し
て「
ク

ラ
ブ
い
ち
川
」
に
お
い
て
吉
田

美
一
さ
ん
と
小
松
孝
蔵
さ
ん
を

偲
ぶ
会
・
親
睦
会
が
開
催
さ
れ

た
。今

後
も
同
窓
会
主
催
と
し
て

毎
年
8
月
11
日
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ご
都
合
の
つ
く
方
は

是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

校
門
を
入
っ
て
右
手
の
植
え

込
み
に
、
学
校
の
標
高
・
緯
度
・

経
度
を
記
し
た
石
柱
が
立
っ
た
。

か
つ
て
の
校
舎
敷
地
内
に
は

木
柱
が
立
っ
て
い
た
が
新
校
舎

建
設
に
当
た
り
撤
去
さ
れ
、
ま

た
傷
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
こ

れ
ま
で
設
置
さ
れ
ず
に
き
た
。

こ
の
度
、
恵
那
城
陵
会
が
同

窓
会
本
会
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
会
計
残
金
を
使
っ
て

石
柱
を
立
て
る
こ
と
が
計
画
さ

れ
、
３
月
末
に
設
置
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。

平
成
13
年
よ
り
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
発
行
が
始
ま
っ
た
本
紙
は
、
多
く
の
同
窓
生
の

方
々
の
協
力
金
（
一
口
２
，０
０
０
円
）
に
支
え
ら
れ
、
発
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度

も
会
報
発
行
の
た
め
の
協
力
金
の
ご
寄
付
が
７
０
０
口
を
超
え
、
今
回
、
第
17
号
の
発
行
が
実
現
で

き
ま
し
た
。
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
報

「
城
陵
」
は
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
報
協
力
金
振
込
先

会
報
協
力
金
口
座
（
株
式
会
社
同
窓
会
事
務
局
代
行
口
座
）

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

岐
阜
県
立
恵
那
高
等
学
校
同
窓
会　

口
座
番
号　

０
０
１
７
０-

４-

３
０
０
０
４
８

同
窓
会
報「
城
陵
」に
つ
い
て

同
窓
会
総
会
・
末
松
安
晴
先
生

 

文
化
勲
章
受
章
祝
賀
会

北　

斗　

祭

北　

斗　

祭

標
高
・
緯
度
・
経
度
を
記
し
た
石
柱
が
立
つ

標
高
・
緯
度
・
経
度
を
記
し
た
石
柱
が
立
つ
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平
成
28
年
６
月
５
日
（
日
）

11
時
30
分
か
ら
、
東
京
の
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｅ

　

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ　

に
て
「
東
京

城
陵
会
第
19
回
東
京
城
陵
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
80
名
が
参
加
さ

れ
た
。
参
加
者
全
員
で
記
念
撮

影
の
後
、
夏
目
久
さ
ん
の
司
会

で
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
物
故
者

へ
の
黙
祷
、
会
長
の
伊
藤
和
徳

氏
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
阿
部
同

窓
会
長
、
谷
口
校
長
に
よ
る
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。乾
杯
の
後
、

和
や
か
な
歓
談
が
続
い
た
。
今

回
は
昭
和
48
年
か
ら
51
年
に
恵

那
高
校
に
勤
務
し
た
鎌
倉
在
住

の
岩
田
敬
子
（
旧
姓
水
野
）
先

生
が
ご
夫
妻
で
出
席
さ
れ
、
当

時
の
教
え
子
と
交
流
を
深
め
ら

れ
た
。
途
中
に
は
同
窓
生
の
歌

や
太
極
拳
が
披
露
さ
れ
た
り
、

恒
例
の
「
郷
土
名
産
品
く
じ
引

き
抽
選
会
」
も
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、

高
井
幸
弘
東
京
城
陵
会
前
会
長

の
閉
会
の
言
葉
で
、
盛
会
の
中

閉
会
と
な
っ
た
。

平
成
28
年
６
月
12
日
（
日
）

16
時
か
ら
、土
岐
市「
サ
ン
モ
ー

ル
Ｓ
Ｃ
２
階　

竜
庵
」
に
お
い

て
、「
第
24
回
土
岐
市
城
陵
会

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

27
年
度
の
会
務
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
の
後
、
次
期
役

員
及
び
理
事
が
選
出
さ
れ
、
沓

名
直
美
氏
が
新
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。本
会
か
ら
は
阿
部
会
長
、

中
津
川
恵
那
高
会
か
ら
は
勝
会

長
、
瑞
浪
恵
窓
会
か
ら
は
水
野

会
長
、
名
古
屋
恵
那
高
会
か
ら

は
鮎
澤
会
長
、
学
校
か
ら
は
谷

口
校
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、『
防

災
へ
の
備
え
』と
い
う
演
題
で
、

防
災
士
の
伊
藤
信
之
氏
（
高
24

回
）に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
29
名
の
参
加
が
あ

り
、終
始
和
や
か
に
会
が
進
み
、

互
い
に
懇
親
を
深
め
た
。
最
後

に
全
員
で
城
陵
歌
を
合
唱
し
閉

会
と
な
っ
た
。

平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
、中
津
川
市「
勝

宗
」
に
お
い
て
、「
第
63
回
中

津
川
恵
那
高
会
（
恵
蘇
会
）
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
か
ら
始

東
京
城
陵
会
総
会

土
岐
市
城
陵
会
総
会

中
津
川
恵
那
高
会（
恵
蘇
会
）総
会

４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
に
開
催
し
て
い
る
23

回
生
同
窓
会
が
、
平
成
28
年
５

月
３
日
に
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
87
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
前
日

に
は
恵
那
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
開
催
し

ま
し
た
。

同
窓
会
に
合
わ
せ
て
、
中
津

川
市
茄
子
川
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
な
す
の
花
」
に
て
安
藤
公
一
、

市
川
彰
に
よ
る
洋
画
と
版
画
の

二
人
展
を
４
月
28
日
か
ら
５
月

８
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま

た
、
５
月
１
日

に
は
「
な
す
の

花
」
に
て
、
声

楽
家
と
し
て
活

動
し
て
い
る
渡

辺
典
子
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催

し
、
多
く
の
人

に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
り
、
引
き
続
き
定
期
総
会
と

し
て
、
来
賓
ご
挨
拶
、
年
間
活

動
報
告
及
び
会
計
報
告
が
行
わ

れ
た
。

懇
親
会
に
は
38
名
の
参
加
が

あ
り
、
中
24
回
か
ら
高
59
回
卒

業
生
の
方
々
ま
で
幅
広
い
参
加

者
の
方
々
が
互
い
に
懇
親
を
深

め
た
。
最
後
に
全
員
で
城
陵
歌

を
合
唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
か
ら
、
名
古
屋

栄
「
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
」
に

お
い
て
、「
第
60
回
名
古
屋
恵

那
高
会
総
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
り
校
歌
を
斉
唱
し
た
。
引

き
続
き
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、

続
い
て
阿
部
同
窓
会
長
、
谷
口

校
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

そ
の
後
余
興
と
し
て
、
マ
ン

ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
こ
ま
く

さ
の
演
奏
と
鈴
木
輝
夫
氏
（
中

24
、
高
３
）
に
よ
る
中
学
時
代

の
思
い
出
ス
ピ
ー
チ
が
披
露
さ

れ
た
。
懇
親
会
は
中
津
川
恵
那

名
古
屋
恵
那
高
会
総
会

高
会
の
勝
会
長
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
中
18
回
か
ら
高
41
回
卒
業

生
の
方
々
ま
で
幅
広
い
56
名
の

参
加
者
の
方
々
が
互
い
に
懇
親

を
深
め
た
。
最
後
に
全
員
で
城

陵
歌
を
合
唱
し
閉
会
と
な
っ

た
。平

成
29
年
３
月
20
日
（
月
）

に
瑞
浪
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
と
き
わ
」
に
て
「
瑞
浪
恵
窓

会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
議

事
に
お
い
て
は
今
年
度
が
役
員

改
選
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
副

会
長
、
書
記
、
会
計
が
改
選
さ

れ
、
会
長
に
は
水
野
光
二
瑞
浪

市
長
が
再
選
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
谷
口
恵
那
高
等
学
校
長
よ

り
恵
那
高
等
学
校
の
近
況
報
告

が
あ
り
、
パ
ー
ク
法
律
事
務
所

の
安
藤
友
美
弁
護
士
（
高
34
回

生
）
が
「
弁
護
士
の
仕
事
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
懇
親
会

で
は
40
名
の
参
加
者
が
親
交
を

深
め
、
最
後
に
城
陵
歌
を
斉
唱

し
て
閉
会
し
た
。

瑞
浪
恵
窓
会

　

各
支
部
各
回
同
窓
会
あ
れ
こ
れ

各
支
部
各
回
同
窓
会
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　

４
年
に
一
度
の
同
窓
会

23
回
生

※
こ
の
紙
面
で
は
、
同
窓
会
の
各
支
部
や
学
年

同
窓
会
の
様
子
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
開
催
予
定
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
原
稿
と
写
真
な
ど
を
、
恵
那
高
校
同
窓

会
事
務
局
（
〒
５
０
９-

７
２
０
１　

岐
阜
県

恵
那
市
大
井
町
１
０
２
３-

１
）
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

中日新聞朝刊
H28年4月29日
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事
務
局
よ
り
会
員
の
皆
様
へ

１　

本
年
度
も
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
の
も
と
、
城
陵
第
17
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
事
務
局
あ
て
に
御
消
息

を
お
知
ら
せ
願
う
用
紙
が
同
封

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
も
結
構
で

す
の
で
、
異
動
が
あ
り
ま
し
た

場
合
に
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま

す
と
幸
甚
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

０
５
７
３-

２
５-

０
２
５
３

２　

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
は
５
月
20
日
（
土
）
午

後
４
時
30
分
か
ら
、
恵
那
峡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ

き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
は
、
毎
年
５
月
第
３
土
曜
日

に
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

６
月
28
日
〜
７
月
１
日
の
４

日
間
、
２
年
生
が
沖
縄
へ
修
学

旅
行
に
行
っ
た
。

一
日
目
は
平
和
学
習
で
平
和

祈
念
資
料
館
等
を
巡
り
、
生
徒

は
真
剣
に
資
料
館
を
見
学
し
た

り
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
い
た
。

二
日
目
は
班
別
研
修
で
、
総

合
学
習
や
Ｓ
Ｓ
Ａ
で
学
習
し
た

こ
と
を
実
地
で
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
。

三
日
目
は
ク
ラ
ス
別
研
修

で
、
修
学
旅
行
委
員
を
中
心
に

計
画
し
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
最
終
日
は

美
ら
海
水
族
館
、
首
里
城
を
見

学
し
、
四
日
間
の
研
修
を
終
え

た
。７

月
１
日
に
１
年
生
と
３
年

生
は
遠
足
に
出
か
け
た
。
１
年

生
は
彦
根
市
へ
出
か
け
、
彦
根

城
な
ど
を
見
学
し
、
ク
ラ
ス
の

親
睦
を
深
め
た
。

３
年
生
は
京
都
市
へ
出
か

け
、
北
野
天
満
宮
で
大
学
入
試

合
格
祈
願
を
し
、
そ
の
後
清
水

寺
か
ら
平
安
神
宮
ま
で
自
由
散

策
を
し
て
き
た
。

第
68
回
城
陵
祭
、
文
化
の
部

が
８
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

に
、
体
育
の
部
が
29
日
（
月
）

に
行
わ
れ
た
。

28
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
日

本
」。文
化
の
部
で
は
こ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、１
年
生
は
展
示
、

２
年
生
は
演
示
、
３
年
生
は
演

劇
に
取
り
組
ん
だ
。

初
日
27
日
の
朝
方
に
少
し
雨

が
降
っ
た
た
め
に
、
生
徒
会
企

画
な
ど
一
部
の
屋
外
で
の
演
展

示
に
影
響

が
出
た
も

の
の
、
二

日
間
で

二
千
名
を

超
す
来
場

者
を
迎
え
、

大
盛
況
の
う
ち
に
す
べ
て
の
日

程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
各
賞
の
記
録
》

城
陵
大
賞　

文
化
の
部　

31
組

演
劇
部
門　

最
優
秀
賞　

35
組

演
劇
部
門　

優
秀
賞　
　

32
組

演
示
部
門　

最
優
秀
賞　

25
組

演
示
部
門　

優
秀
賞　
　

26
組

展
示
部
門　

最
優
秀
賞　

16
組

展
示
部
門　

優
秀
賞　
　

15
組

Ｐ
Ｒ
賞　
　
　
　
　
　
　

31
組

29
日
の
城
陵
祭
体
育
の
部

も
、
あ
ま
り
日
差
し
が
強
く
な

く
適
度
に
風
の
吹
く
絶
好
の
天

気
に
恵
ま
れ
、
体
調
不
良
者
や

け
が
人
を
ほ
と
ん
ど
出
す
こ
と

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
各
賞
の
記
録
》

城
陵
大
賞　

体
育
の
部　

白
軍

競
技
の
部　
　
　
　
　
　

青
軍

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部　

紅
軍

応
援
合
戦
の
部　
　
　
　

紅
軍

団
体
行
動
の
部　
　
　
　

紅
軍

反
省
ア

ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を

見
て
も
、

84
％
の
生

徒
が
今
年

の
城
陵
祭

に
つ
い
て
「
よ
か
っ
た
」
と
答

え
、
例
年
通
り
、
恵
那
高
生
と

し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
生
徒
一

人
一
人
が
主
体
的
に
参
加
し
、

全
校
で
体
験
を
共
有
す
る
こ
と

の
で
き
る
行
事
と
し
て
、
城
陵

祭
は
充
分
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

大
学
説
明
会
は
名
古
屋
を
会

場
に
よ
く
実
施
さ
れ
る
が
、
本

校
か
ら
の
参
加
者
は
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
昨
年

度
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力
の
も

と
、
大
学
の
先
生
方
に
本
校
に

来
校
し
て
い
た
だ
き
、
説
明
会

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
年
目
の
本
年
度
は
９
月
13

日
（
火
）
の
放
課
後
に
、金
沢
、

信
州
、
福
井
、
山
梨
、
新
潟
、

静
岡
文
化
芸
術
、
中
京
、
名
城
、

愛
知
淑
徳
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大

学
の
説
明
会
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
生
徒
１
５
３
名
、
保
護
者

44
名
の
合
計
１
９
７
名
が
参
加

し
た
。

大
学
の
様
子
や
入
試
に
関
す

る
話
題
も
あ
り
、
受
験
が
間
近

に
迫
っ
た
３
年
生
に
と
っ
て
は

特
に
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

図
書
委
員
会
主
催
の「
Ｐ
．Ｏ
．

Ｐ
．講
座
」（「Popularity=

親

し
ま
れ
る
、O

riginality=
恵

那
高
独
自
の
、Philosophy=

心
に
残
る
」
講
座
の
意
味
）
が
、

11
月
８
日
（
火
）
地
学
実
験
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
恵
那
市
立
病
院
医
師
・
大
塚

八
左
右
先
生
で
、「
私
が
医
師

を
目
指
し
た
理
由
（
わ
け
）
〜

そ
の
後
の
経
験
と
高
校
生
へ
の

エ
ー
ル
〜
」
と
い
う
演
題
で
ご

自
分
の
受
験
生
時
代
を
振
り
返

り
、「
１
０
０
％
物
事
を
成
し

遂
げ
る
に
は
１
２
０
％
を
目
標

に
し
て
努
力
す
る
」
と
い
っ
た

お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
進

学
を
目
指
し
て
勉
強
を
頑
張
っ

て
い
る
恵
那
高
生
の
今
の
気
持

ち
に
響
い
て
好
評
で
あ
っ
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
日

の
朝
に
、
例
年
と
同
じ
く
同
窓

会
か
ら
菓
子
の
差
し
入
れ
が

あ
っ
た
。
今
年
は
、
１
月
14
日

（
土
）、
15
日
（
日
）
の
両
日
に

試
験
会
場
（
中
京
学
院
大
学
）

で
、『
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
（
き
っ

と
勝
つ
）』『
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
（
コ
ア
ラ
は
木
か
ら
落
ち
な

い
）』
の
２
種
類
の
菓
子
を
合

格
の
願
い
を
込
め
て
３
年
生
に

差
し
入
れ
を
し
た
。
ま
た
、
同

修
学
旅
行

遠
足

城
陵
祭

大
学
説
明
会

Ｐ
．
Ｏ
．
Ｐ
．
講
座

セ
ン
タ
ー
試
験
恒
例
の
縁

起
物
の
菓
子
の
差
し
入
れ

窓
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、「
頑

張
れ
恵
那
高
生
！
」
の
横
断
幕

を
張
り
、受
験
生
を
鼓
舞
し
た
。

母
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

母
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２０１７年（平成 29 年）4月 28 日 恵那高等学校同窓会報  第 17 号（ 8 ）
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